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カナダからの遠隔講義

高良富夫＊

RcmoteLcctureftomCanada

TbmioTAＫＡＲＡ

Abstract

Becauseofthedevelopmentoflnternet，ａｒｅｍｏｔｅｌｅｃｔｕｒｅｈａｓｂｅｅｎａｂｌｅｔｏｂｅｒealizedcheaplyusingthevideomeeting

systemForthepurposeofdiscussionofanewteachingmethod,theauthorreports,inthispapeEonarBmotelecturefiDmahotel

inMontr℃al，CanadatotheclassrDomofDepartmentoflmfbrmationEngineering,Facu]tyofEngineering,Universityofthe

Ryukyus・TheIectul巳wasdonewhentheauthorattendedthemtemationalconferenceinMayb2004.
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1．まえがき が手軽に実現できる時代となったといえる．今回は，時

間割を変更せず，通常の時間帯に遠隔講義を行うことに

したので，通信回線が正常に確保できなかった場合につ

いても配慮した．すなわち，講義内容をあらかじめビデ

オ[3]に記録し，これを併用することにした．

大学における教育の質を保証するためには，１５週間き

ちんと講義を行うことは，基本的で重要なことである．

しかし，大学の使命は，教育だけでなく研究にもあるの

で，その成果発表や資料収集のため，学会出張は必須で

あり，半年に1回くらいは休講を余儀なくされる．そこ

で，出張先から遠隔講義ができれば，休講を避けること

ができ，便利である．

近年，インターネットの発達により，テレビ会議シス

テムを用いた遠隔講義が安価に実現できるようになって

きた．筆者は，２００４年の５月に，国際会議[1]でカナダ・

モントリオール市に出張した折，ホテル[2]の部屋から，

工学部情報工学科へ向けて遠隔講義を実施することがで

きたので，この内容を報告し，今後の教育方法の参考に

供したい．

通常，遠隔講義は，教室に出席できない遠隔地にいる

学生に対して行う講義のことであるが，今回行った方法

は，その逆で，学生は教室に集合しており，教員だけが

遠隔地にいるものであった．教員が国外にいても実現可

能であるというのは，インターナショナルならぬ，イン

ターネットならではのことである．また，カナダと日本

は昼夜が逆であるので,ホテルに戻った夜間を利用して，

昼間の通常の授業時間に講義を行うことができた．

多くのホテルで高速インターネット回線が利用できる

ようになったのは，ここ数年のことである．この高速回

線により，動画像と音声を用いた現実感のある遠隔講義

2．遠隔講義の方法

遠隔講義のためのソフトウエアとしては，

FACEconference[4]を使用した．これは１２名が顔を見な

がら相互に会話できる会議用サーバシステムである．

FACEconferenceの画面を図ｌに示す｡動画像と音声を用

いて会話できるほか，ファイルを共有したり，共通のホ

ワイトボードに書き込んだりすることができるので，ゼ

ミ形式の会議は遠隔地間で，ほぼ現実と同じように実現

することができる．

講義室は，情報工学科のコンピュータ教室であり，時

間帯も通常の時間割どおりに行ったので，学生にとって

受理：２００６年１月１０日

平成１７年３月２６日，日本音響学会九州支部総会でInternet経由講演
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＊工学部燗報工学科

(Dept､ofInfbrmationEngineermg） 図lFACEconferenceの画面
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確認のため，カナダへ出発する前に，このコンピュータ

教室で，２台のパソコンを用いて本番同様のリハーサル

を行った．この場合は，教室の無線LANを使用して，パ

ソコン等をすぺて本番で使用する状態にして実施した．

すなわち，本番では，ネットの部分が延びて教師用パソ

コンがカナダまで移動しただけである．

多地点からのアクセスが可能であることを学生に示す

ため，タイ国コンケン大学にいる研究室出身の大学院博

士課程修了生及び琉球大学総合情報処理センターの技術

職員にもネットを介して参加してもらった．この様子は

図１に示されている。結果的には，タイ側のネット設定

の都合で音声が届かなかったが，世界中の多地点からの

参加が可能であることを学生に示すことができた．セン

ターの技術職員は，琉球大学側のネット接続状況の監視

や，カナダからは操作が困難であったファイルの操作な

どを行うことなどに役立った．

カナダに着いて通信環境などのチェックを行い，遠隔

講義が可能であることを確認したあと，電子メールによ

り，ＦＤとしての講義参観を呼びかけた．その結果，情報

工学科の教員，総合情報処理センターの専任教員，およ

び技術職員の参観があった．講義の模様は，技術職員が

ビデオ撮影をして記録した．このビデオにより，カナダ

にいた筆者も琉球大学の教室の様子を帰国してから見る

ことができた．

講義は，授業計画書をあらかじめ作成し，教室にいる

講義補助者の学生に渡しておいた．授業において使用し

たパワーポイントのスライドを図３に示す.講義内容は，

ちょうど「音声自動認識」であり，音声自動認識の研究

発表会として国際的に最も権威のあるこの会議の会場か

ら講義を行うことは，学生に強い印象を与える効果があ

った．国外からの講義であるので，スライドの背景は世

図２画面上の筆者(右)とカナダで見える教室の様子(左）

はほぽいつものとおりで，教員が画面の向こうにいるだ

けである．図２に，画面上の筆者(右)とカナダで見える

教室の様子(左)を示す。教室で必要な機材は，通信用パ

ソコン，高速ネットワーク，液晶プロジェクタ，スクリ

ーン，スピーカ，ワイヤレスマイク，ＰＣカメラである．

教室のネットワークは，100Mbpsの学内ＬＡＮであり，こ

の程度のLANは，現在，琉球大学のすぺての教室に設置

されている．スピーカは，教員の声を教室の全学生に伝

えるために必要である．ワイヤレスマイクは，学生の質

問等をパソコンに入力するためのものであり，学生がパ

ソコンのところに来るのであれば，通常のマイクでもよ

い．ＰＣカメラは，今回１万円以下の安価なものを使用し

たが，後述するように，ズームの効くネットワークカメ

ラがあると，さらによい

一方教員は，カナダの国際会議が開催されるホテルに

いる．学会に参加する前にあらかじめこのホテルについ

てインターネットで調べたところ，ワイヤレスＬＡＮが使

えることが分かったので，これで行うつもりであった．

しかし着いてみて，各部屋には有線の100Mbpsのネット

がつながっていることが分かったので,これを採用した．

なおネットの使用料は24時間で１０ドルであった．高速

ネットのほか，教員側で必要な機材は，通信用ノートパ

ソコン，ヘッドフォンマイク，ＰＣカメラである．これら

はコンパクトなので，十分旅行に持って行けるものであ

り，場合によっては空港でも使える．

講義の１時間前から接続し，通信実験を行った．１時

間は，遠隔講義の準備として必要十分な時間であった．

受講する学生にとって，できるだけ普段どおりになるよ

うに心がけた．すなわち授業計画書を作成し，まず出欠

を取り,本日の講義の概要を述べ,講義の本体を実施し，

講義の終了においては宿題を出した．

授業補助者としては，研究室の４年次学生４人が当た

った．彼らは，教室の必要な機材の設置，通信実験，出

欠調べ，ビデオ教材の操作，ワイヤレスマイクの移動を

行った．すぺてのシステムの動作確認と授業の進め方の

図３講義のパワーポイントスライド(1)
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図４講義ビデオによる授業

生画像をPCカメラで撮って送ることにより行ったので，

画像品質は，人の顔を認識できないほどの劣悪なもので

あった．ビデオ信号を直接送ることができれば，より高

品質になるものと思う．また，ＰＣカメラで教室の全体を

写したものでは，一人一人の学生の顔を識別できない．

これはズーム付きネットカメラを使用すれば解決できる

と思う．

この講義は情報工学科の専門科目であったので，通信

時間遅れを計測する簡単な実験を行った．これは，教室

の－人の学生に「はい」と言わせ，これを教員がカナダ

で聞いた瞬間に「はい」と言うものである．その結果，

教室の学生は「はい」と言って４秒後にカナダの「はい」

を聞いた．すなわち，通信遅れは，片道２秒であること

が分かった．この実験では，遅れ時間が大きいので，教

室では笑い声が起こった．この時間遅れは，光の速度が

有限であるという物理的な要因ではなく，通信回線での

データ変換やルート処理における実行時間の有限性とい

う電子的な要因によるものであることを説明し，情報工

学の学習とした．

研究室の映像サーバから教育コンテンツを取り込みカ

ナダで再生することにより，信号のピットレートを確認

した．その結果，500kbps以上のピットレートがあるこ

とが分かった．

通信ソフトのファイル共有機能を用いて，研究室のビ

デオコンテンツを再生し，教室の学生にも見せようと試

みたが，実行できなかった．これは，パソコンの実行速

度の限界のためと考えられる．ビデオコンテンツをカナ

ダで再生することは可能であったが，再生中，テレビ会

議システムは音声が途切れるなど，うまく動作しなかっ

た．これは，通信回線容量の限界によるものであると考

えられる．

質疑応答では，ホワイトボードに絵を描いて，音声で

説明することができた．この様子を図５に示す。具体的

には,その前の週の宿題であったDPマッチングのプログ

ラムの図式的説明をこれにより行った．学生の表情が見

図３講義のパワーポイントスライド(2)

界地図とし，通信ソフトのファイル共有を利用して，筆

者の現在位置であるカナダ・モントリオールと，学生の

いる沖縄をこの地図の上に実時間で指し示した．

講義はいつものとおり，まず講義の概要を示し，次に

本日の学習目標ともなる宿題のテーマを示して開始した．

講義の内容は,音声自動認識の分類,孤立単語音声認識，

時系列の抽出，ＤＰマッチング，認識実験デモであった．

図３のパワーポイントスライドを使用したり，研究室の

音声認識サーバのホームページをカナダから操作したり

して説明した．講義の本体は，あらかじめ作成してあっ

た講義ビデオを，教室の授業補助の学生が表示した．こ

れを図４に示す。ビデオがほぼ終わったころ，カナダか

ら声をかけ，受講学生からの質問を受けた．宿題はメー

ルで提出するよう注意して講義を終えた．

3．遠隔講義の結果

カナダからの音声は，明瞭に学生に聞こえていた．こ

れは,十分学生と質疑応答ができたことから確認できた．

また残されたビデオテープによると，教室の授業補助の

学生の出欠点呼の声と同じくらい明瞭である．

このカナダ旅行の様子は，できるだけビデオに撮って

いたので，講義の最初の部分で，国際会議とホテルの周

りの様子をビデオ再生により教室の学生に見せ，興味を

引くことができた．ただし，これは，ピデオカメラの再
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音声が時々途切れるなどの通信回線の問題を指摘するも

のから，実際には教員がいないことから緊張感がどうし

ても出ないとの心理的な問題を指摘するものがあった．

講義担当者としての筆者がこの経験により感じたこと

は以下のとおりである．まず，遠隔地から教室のカメラ

を操作できる必要があると思った．特にズームが効いて

学生の表情が見えると有効であると思った．これにより

学生からのフィードバックがあり，コミュニケーション

がスムーズにできる．また，現実感を出すためには，学

生との会話が重要である．通常の授業でも，教員の一方

的な講義でなく，学生にも発言させることが効果的と考

えられるが，遠隔講義では，より強くこのことが求めら

れる．さらに，有効な遠隔講義を行うためには，機器の

動作確認と授業補助者の練習のため，リハーサルを＋分

行う必要がある.また,遠隔講義の主要通信回線のほか，

講義の進行のための通信を行う副回線を用意しておく必

要がある．今回は副回線として，WindowsMessengerの

文字チャットを用いた．特に，教員側に補助者がなく，

進行も自分で行わなければならないときは，文字チャッ

トによるサブ回線は，不要な音を発生しないので，有効

である．

授業補助者の意見としては，準備の煩雑さが挙げられ

た．今回は，ネットワーク以外の機材はすぺて持ち込ん

で実施したが，これを備え付けた教室があって，しかも

遠隔地から操作できれば，授業補助者の負担は最小限に

できると思われる．

iii：

霧i:議灘灘1蕊

図５カナダからホワイトポードに絵を描く

えず,音声が届いているかさえ確認できないので,時々，

「分かった人は手をあげてください」「聞こえている人

は手を上げてください.」と言い，学生からのフィードバ

ックを促した．

パワーポイントの絵に線を描き込むことが，カナダか

らの操作で，うまくできなかった．これを総合情報処理

センターの技術職員が，琉球大学のほうから実行してく

れたので，授業がスムーズに進んだ．

実行中のハプニングとしては,「これから授業を始めま

す」と発言したと同時に，通信が途絶えたことがあげら

れる．これは，たまたま前日のちょうど同じ時刻にホテ

ルのネットワークを使い始めたので,ちょうど２４時間た

って切れたものである．再接続をして，５分ほどで原状

回復をすることができた．また，ビデオコンテンツを再

生して学生に提示するよう，授業補助の学生に指示して

おいたが，ビデオコンテンツのファイルをしばらく見つ

けきれず時間のロスをしていたようだ．事前の打ち合わ

せが十分でなかったといえる．

通常の授業と同様，最初は学生からの自発的質問がな

かった．質疑応答のような会話がなければ，単なるビデ

オ再生授業と同じで，学生からすれば，現実感が得られ

ないと思う．そこで，筆者は，思い出せる学生の名前を

よび，何でもよいから質問するように促した．名前を呼

ぶことにより現実感は高まったと思う．ここで，前週の

宿題の質問があり，上記のように，共通のホワイトボー

ドを使用してマルチメディアを活用したデモをすること

ができた．

5．むすび

インターネットの利用できる高速回線が一般家庭やホ

テルに普及することにより，顔を見せる遠隔講義が安価

に実現できる時代になった．今回，カナダのホテルから

琉球大学の教室への遠隔講義を実施することにより，そ

の教育的可能性を示すとともに，現時点での技術的問題

点を示した．筆者は，文字通信，音声通信などのコミュ

ニケーションの段階として，動画像と音声を用いた方法

は，ほとんど完全に現実に近いものと考えている．現実

のコミュニケーションでも，ほとんどの場合，聴覚と視

覚を用いたものであり，触覚を用いた握手など，さらに

現実感のある＝ミューケーションは通常，用いられない

からである．今回の通信においては，往復４秒の時間遅

れがあったが，座学的な講義ではさほど問題にならない

ようである．

今回の試行の経験から，教師側が操作できるズームカ

メラと指向性の強いマイクの必要性を感じたが，そのよ

うな専用装置がすでに存在している．これを使用すれば，

さらに効果的に遠隔講義を行うことができるが，現在の

ところまだ高価である．

琉球大学における遠隔講義の今後の展開としては，高

4．考察

この講義の宿題として，このような形態の講義につい

て感想を学生に求めた．その結果，初めての経験だった

ので，新鮮な印象を受けたという個人的な感想から，ど

こでも受講できるので，有効であるとの一般論まで，肯

定的な意見があった．

また，否定的な意見としては，時間遅れがあること，
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校大学連携としての公開授業や公開講義などにこの方法

を用いることがあげられる．また大学間の単位互換にも

これが有効であると考える．これらのことについては，

2005年度から学内で－部開始されている[51
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